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寒 冷 地 で の 露 地 ネ ッ ト メ ロ ン の 養 分 吸 収

山 口 金 栄  須 藤 佐 蔵
(山形県立園芸試験場 )

Nutrient― uptake of Open Field Cultivated Type of Netted 4ヽelon in the COOI Region

Kinei YAMAGUCHI and Sazo SuTo
(Yamagata Prerectural Horticultural Experiment Station)

1は じ め に

山形県のメロン栽培は,近年増加の傾向にある。栽培さ
れている品種は,消費者の高級品種し好によって,従来の

プリンスメロンから,ア ールス,アムス,ァ ンデスなどの

ネットメロンヘ移行しており,作型も地域,品種ごとに確
立されつつある。県内の産地としては,日本海側に面 した

砂丘及び内陸地帯など広い地域にわたって栽培されている

が,土壊の種類や施肥量,栽培の方法等も多様である。

そこで県内のメロン主要産地 3か所で,土壌の違いが,
露地ネットメロンの生育,養分吸収に及ぼす影響を明らか
にするため検討を行った。

2試 験 方 法

(1)土壌の種類及び断面地力

①砂丘未熟土 ; 土色は黄褐色で土性は砂土である。
土壌硬度はやわらかく,水分は乏しい。30℃保温静置培養
の無機態Nは ,16週で 1町レ/乾± 100′ と少なく,地カカシ抵
い土壌である。

②褐色低地土 ; 表土の土色は灰褐色,下層土は黄褐
色で,土性は粘質～強粘質土である。土壌硬土は中程度で,

30C保温静置培養の無機態Nは ,16週 日で4鯵/100′前後

である。生育後期に無機態Nの発現の多い土壌である。

表1 試験方法

③黒ポク土 , 表土の土色は黒掲色,下層土は黄掲色
で土性は強粘質で,土壊硬度は3種のうちでは硬い土壌で
ある。30℃静置培養Nは,16週目で 7暉レ/乾± 100′ と多く,
初期にNの発現の多い土壌である。
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図 1 土壌断面

(2)供試品種 アンデス 1区 1株 反覆なし
(3)施肥概要及び使用肥料

窒素は硫安 (N21%含有)15N2989atom%(2624釧∝s
%)を用い,燐酸は過石 (P20517%),力 りは塩加 (K206
60%)を供試した。

14)木粋の大きさ

砂丘地農試 (D)80m× (W)100m× (H)60m
園試 尾花沢市 (D)60 mx(W)120mx(H)60“

(5)施肥法

木枠分の土壌を層ごとに取り除き,施肥前の土壌に肥料
を混合し埋めもどした。
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(6)調査分析方法
槽物体のサンプリングは,収穫時に部位ごとに分けサン
プリングした。苗,摘除分はあらかじめ保管し分析に供 し
た。分析法は,N P205,K20,Ca,Mgは常法によった。
SNは
,発光分析で行った。根群分布調査は ,基肥枠内の

垂直10“ ごとの根群量を調査し,乾物重より根群の分布を
測定した。

生育は,つ る長では黒ボク土でおう盛な生育を示し,次
いで砂丘未熟土,褐色低地上の順であった。果重は,砂丘
未熟土で 1263′ と最も大きく,次いで褐色低地土,黒ボク
上の1慣であった。全体の乾物重についても果重と同様の傾

向がみられた。

根群の分布は,砂丘未熟土では,地表下20mま でに全根
重の80%を占めていた。根域は30～ 40cmであった。褐色低
地上では 20rlnまでに分布する根重が全根重の70%を 占め

ていたが,50～ 60ぃの層にも根の分布がみられた。黒ボク

上の根群分布は,褐色低地土とほぼ同様であったが,根域

株

‰ α
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(1)生育

3 試験結果及び考察
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場 所 区分
つる長

Oa)

葉数

(ω

節数

節 )

果実撤

G目)

勁
難
０

乾物重(′ )

苗

1砂 丘 基肥 4 1.263 5 657 4

2園 試 ● lp 4 9 6160
3尾花沢 基肥 4 9 541 4

表 2 収護時の生育

表 3 根群分布 (基肥区調査 )

場

所

布分群根

計
,-10c●  1●‐20  20-30 30.ヽ 40 40-50 50-60

l
78″  97′  30′  17′    ″   ″
(35) (44) (14) (7)  ~   ~

″
⑩

2
14   09   05   05   06
(17)(11)(6)(6)(7)

４

６
83
(100)

3
74   25   19   08   03
(37) (19) (15) (6) (3) ~ (100)

は40～50"の深さに限られており,褐色低地土より浅かっ
た。全根重は.砂丘未熟上で 22′ と最も多く,次いで黒ボ
ク上で 13′ ,褐色低地上では劣り83′ の根重であった。

(2)養分吸収量

3要素の吸収量をみると,窒素は乾物重のまさった砂丘

未熟土で12,森と多く,褐色低地上,黒ボク土では 8′前
後であった。10″ 当たりに換算すると5均/10`程度で,3
土壌とも大差なかった。燐酸の吸収量は,褐色低地土で多

く カリ吸収量は 18～ 19み/株前後であった。また,各部
位ごとの窒素吸収量の配分をみると,果実部が最も高く,
全吸収量のうち54～ 65%を しめており,次いで葉身部であ

った。根部,葉柄,つる部の窒素吸収配分は少なかった。

表 4 3要素吸収量

場  所 区 分 時 期
吸収量 (レ株 )
N   P205  K20

1砂  丘 基  肥
定植時

収穫時

0 05    0 02      0 09
1220    5 82    19 24
(5649) (2 695)  (3908)

2園  試 基 肥
定植時

収穫時

006    003    0 10
807    8 95    17 74
(4979) (5522) (1 0946)

3尾 花 沢 基 肥 収穫時 8 56    3 09     19 61
(5 282) (1 907) (1 2099)

注 ( )内 は10α 当たりの吸収量′

(3)施肥窒素の利用

施肥した N゙の各部位への配分をみると,1'Nexcess%の

最も高い部位は 3土壌とも摘除部であった。摘除部は最も

生育の盛んな部位であり,新生部へ施肥窒素の移行が速や

かに行なわれていると考えられた。また, 3土壌ごとの割

合をみると,砂丘未熟土で高く,次いで黒ボク土,褐色低
地上の順であった。地力の低い土壌で,施肥窒素の新生部
への移行が著しいことを示していた。また.吸収された窒

素の内訳をみると.全吸収量のうち34～ 46%が施肥に出来

場  所 区分

N吸 収 量
施用N
利用率

(D
総 量

(t9/10`)

捜麒
∽
鵬鰊
①

1砂 丘
2園 試
3尾花沢

基肥

基肥

基肥

5 65      42    58

498     34    66

5 28     46    54

266〈昏し1)
1,3

24 4

表 6 N吸収量内訳及び N利用率

しており,施肥由来の窒素の多い土壌は黒ボク上であった。

褐色低地土は最も低かった。

(4)窒素利用率

基肥窒素の利用率は 砂丘未熟土で高く266%,次 いで
黒ボク± 244%.掲色低地上では低く173%であった。こ
れらの利用率の違いは,地力の差によるものと考えられた。

* 5 'sNexcess S
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生育は,黒ポク上でおう盛な生育を示し,次いで砂丘未

熟土,褐色低地土であった。果重.根重ともに,砂丘未熟

土で多く,根の分布は表層に多かった。他の 2土壊では,
下層まで広 く分布がみられた。窒素吸収量は,5り/10α 程

度で,主な吸収部位は,果実 ,葉身であった。重窒素を施
用したときの窒素の利用率は,窒素の発現の少ない砂丘未

熟土で266%と 高く,次いで黒ボク± 244%,褐色低地土
では低く173%であった。また,窒素吸収量のうち土壌か
らのものは,地力の高い褐色低地土で66%と最も高く,砂
丘未熟土,黒ボク土では,それぞれ 58%,54%で あった。
以上のように,根の分布 ,窒素吸収量は 土壌の種類に
より異なり,この差は地力によるものと考えられた。
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の 内 訳

土壊 (ν後+b)
(b) ×loo

106   30

0 15     ,3

023  (4
171   41

0"   32
0∫7   ,3

吸収量 |


